
清
水
邦
昭（
上
鳥
羽
）
細
田
五
十
次（
下

鳥
羽
）
丸
山
雄
一（
本
村
）
遊
橋
洪
基

（
吉
野
）
山
口
高
史（
成
相
）
坂
槇
正

二（
新
田
）
丸
山
眞
登（
寺
所
）
山
本

紘
子（
踏
入
）
伊
藤
義
典（
細
萱
）
等
々

力
元
博（
重
柳
）吉
原
貞
夫（
真
々
部
）

高
山
彬（
た
つ
み
原
）
竹
内
秀
太
郎（
飯

田
）
水
谷
尊
志（
下
飯
田
）
内
田
忠
明

（
中
曽
根
）
藤
田
輝
邦（
熊
倉
）
百
瀬

陽
子（
ア
ル
プ
ス
）
寺
島
要（
徳
治
郎
）

花
村
義
弘（
田
沢
）
村
田
善
司
（
小
瀬

幅
）
髙
橋
邦
夫（
大
口
沢
）
草
深
温

（
光
）
藤
田
孝（
桜
坂
）

小
松
三
郎（
矢
原
）
耳
塚
忠
治（
白
金
）

望
月
久
義（
等
々
力
）
勝
野
正
道（
等
々

力
町
）
那
須
誠（
穂
高
町
）
窪
田
征
二

（
穂
高
）
中
村
伸（
橋
爪
）
良
波
利
正

（
耳
塚
）
小
林
昭
重（
富
田
）
北
澤
貞

雄（
豊
里
）
丸
山
富
士
夫（
小
岩
嶽
）

矢
ノ
口
九
二
三（
嵩
下
）
塚
田
未
喜
男

（
新
屋
）
太
田
和
男（
古
厩
）
森
島
英

雄（
立
足
）
熊
井
深
男（
柏
原
）
相
田

健
一（
久
保
田
）
平
田
宏（
塚
原
）
藤

原
大
令（
牧
）
川
上
富
三（
柏
矢
町
）

山
本
厚
男（
島
新
田
）
有
賀
邦
宏（
青

木
花
見
）
丸
山
守
孝（
狐
島
）

塚
田
俊
朗（
北
小
倉
）
中
田
冨
美
子（
南

小
倉
）
飯
澤

幸（
東
小
倉
）
中
田
都

夫（
室
町
）
髙
山
節
夫（
野
沢
）
二
木

永
和（
上
長
尾
）
松
岡
光
正（
下
長
尾
）

那
須
野
卯
久（
楡
）
神
谷
保
明（
住
吉
）

今
泉
進
兒（
七
日
市
場
）
桜
井
秀
人（
一

日
市
場
）
三
澤
晴
男
（
二
木
）
降
旗

良
光（
及
木
）
宮
澤
武
矩（
中
萱
）

萩
原
賢
司（
岩
原
）
望
月
将
兵（
倉
田
）

丸
山
宏
充（
上
堀
）
一
志
茂
夫（
中
堀
）

平
倉
肇（
下
堀
）
安
田
好
美（
扇
町
）

林
公
也（
小
田
多
井
）
内
田
征
矢
男（
田

尻
）
猿
田
統
弘（
田
多
井
）

越
俊
光（
大
足
）
丸
山
光
男（
光
）
内

川
勝
治（
宮
中
）
望
月
靖
弘（
町
）
大

堀
浩
司（
明
科
）
小
林
章
男（
潮
）
宝

喜
吉（
潮
沢
）
塩
入
節
雄（
木
戸
）
望

月
正
勝（
上
生
野
）
宮
下
淳（
上
押
野
）

丸
田
健
三（
下
押
野
）
望
月
淑
人（
塩
川

原
）
臼
井
彰
宏（
荻
原
）
赤
羽
文
博（
南

陸
郷
）

各地域の区長

事務長
松岡光正（下長尾）

会長
竹内秀太郎（飯田）

副会長
内川勝治（宮中）

副会長
林公也（小田多井）

副会長
塚田俊朗（北小倉）

会長代理（副会長）

勝野正道（等々力町）
会長代理に就任して…住み良い
地域づくりの主人公は、区民・
市民です。それぞれの区民の思
い、地域の誇りを大切にして、
行政との連携・協働を推進し、
竹内会長を中心に83区の全区長
が支え合い、少しでも市の発展
に寄与できればと思います。

住民自治組織のリーダー

新 年 度
区長紹介
市内83区の区長がそれぞれ選出されま
した。各地域の区長と本年度の区長会
役員の皆さんを紹介します。（敬称略）

穂
高
地
域
（

区
）

三
郷
地
域
（

区
）

堀
金
地
域
（

区
）

明
科
地
域
（

区
）

豊
科
地
域
（

区
）

―
会
長
に
就
任
さ
れ
て

　

ど
ん
な
お
気
持
ち
で
す
か
？

　

最
初
に
理
事
会
で
会
長
要
請
の
発

言
が
出
さ
れ
た
時

極
度
に
緊
張
し

ま
し
た

責
任
を
全
身
で
感
じ
た
サ

イ
ン
だ
と
思
い
ま
す

今

各
区
は

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
苦
労
し
て

い
ま
す
が

地
域
活
動
の
活
発
化
な

く
し
て
安
曇
野
市
の
飛
躍
は
な
い
と

思
い
ま
す

83
区
の
区
長
さ
ん
と
力

を
合
わ
せ
て

精
い

ぱ
い
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す

―
地
域
活
動
の
良
さ
は
何
で
す
か
？

　

区
は
行
政
と
連
携
し
て

ご
み
集

積
所
の
管
理

防
犯

防
災
活
動

生
活
道
路
や
安
全
施
設
の
維
持
管
理

な
ど

日
常
生
活
の
場
で
生
じ
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
処
し
て
い
ま

す

自
分
た
ち
の
暮
ら
す
地
域
が
良

く
な
る
ば
か
り
で
な
く

気
楽
に
区

の
仲
間
と
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
う

こ
と
で

個
人
と
し
て
も
元
気
で
楽

し
く
暮
ら
し
て
い
く
環
境
が
確
保
で

き
る
と
思
い
ま
す

　

市
の
ま
ち
づ
く
り
を
「
森
」
に
例

え
る
と

区
の
ま
ち
づ
く
り
は
さ
ま

ざ
ま
な
色
や
形
を
し
た
木
々
や
そ
の

枝
葉
に
例
え
ら
れ
ま
す

個
性
あ
ふ

れ
る
枝
・
葉
が
生
き
生
き
と
活
動
し

て
い
る

そ
ん
な
特
徴
あ
る
ま
ち
づ

く
り
が
各
地
で
展
開
さ
れ
る
こ
と

で

全
体
の
森
（
安
曇
野
市
）
は
力

強
く

魅
力
に
満
ち
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す

―
市
民
へ
の
メ

セ

ジ
を

区
の
活
動
は
「
地
域
に
住
む
住

民
が

住
み
良
い
ま
ち
を
目
指
し

て

住
民
み
ん
な
で
協
力
し
て
取
り

組
む
」
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

　

こ
れ
か
ら
の
区
の
ま
ち
づ
く
り

は

行
政
の
支
援
策
を
上
手
に
活
用

し
な
が
ら

自
ら
知
恵
と
汗
を
出
す

こ
と
が
重
要
だ
と
い
え
ま
す

人
と

人
と
の
支
え
合
い
を
原
点
と
し
た

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

そ
ん
な

地
域
社
会
を
目
指
し
て

各
地
域
の

区
長
さ
ん
と
と
も
に
知
恵
を
出
し

と
も
に
汗
を
流
し
ま
し

う

色
々
な
葉
が

生
き
生
き
と
す
れ
ば

森
は
力
強
く
魅
力
的
に

［プロフィル］ 平成 20年から豊科飯
田区の区長に。昨年は市区長会事務
長を務める。「地域を良くしたいと
いう気持ちは潜在的にみんな持って
いるもの。その気持ちを自然に引き
出せれば」と抱負を話します。

―
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え

で

区
の
ま
ち
づ
く
り
は

ど
ん

な
役
割
を
担
う
と
考
え
ま
す
か
？
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